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は
じ
め
に

従
来
、
移
民
社
会
の
社
会
的
結
合
と
そ
れ
に
基
づ
く
地
域
社
会
に

つ
い
て
の
議
論
は
、
彼
ら
の
集
団
に
内
在
す
る
共
通
の
論
理
と
文
化

的
同
質
性
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
（
濱
下 2006; 

吉

原
編 2002

）。
そ
の
特
徴
と
し
て
、
移
民
集
団
の
凝
集
性
と
連
帯
が

強
調
さ
れ
、
と
く
に
民
族
集
団
内
部
の
相
互
関
係
に
議
論
が
収
斂
さ

れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
移
住
に
伴
う
多
元
的
な
関
係

性
の
な
か
で
、
移
民
が
そ
の
時
々
の
歴
史
的
状
況
に
直
面
し
な
が

ら
、
異
質
な
民
族
や
集
団
と
接
触
や
交
渉
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
自

集
団
や
他
者
と
社
会
的
紐
帯
を
結
び
、
切
断
し
、
あ
る
い
は
復
活
さ

せ
な
が
ら
文
化
的
社
会
的
空
間
を
生
き
抜
い
て
き
た
の
か
に
つ
い
て

の
議
論
は
十
分
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
民
族
集
団
内

外
の
自
他
関
係
を
軸
に
展
開
さ
れ
る
相
互
行
為
に
着
目
し
、
越
境
者

が
主
体
的
に
自
ら
の
生
活
世
界
の
足
場
を
作
り
、
さ
ら
に
可
変
的
に

そ
の
空
間
を
作
り
変
え
て
い
く
諸
相
を
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
し

て
捉
え
、
そ
の
動
態
的
な
生
成
過
程
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
く
。

北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム＊

１

は
、
一
九
世
紀
末
よ
り
中
国
、
ビ
ル

マ
、
タ
イ
の
地
域
間
・
国
家
間
変
動
を
経
て
越
境
し
、
そ
の
集
団
内

部
も
異
な
る
移
住
背
景
を
有
す
る
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
に
細
分
化
さ
れ

て
い
る
。
移
住
形
態
は
交
易
、戦
争
、避
難
と
い
っ
た
諸
要
因
に
よ
っ

て
時
代
ご
と
に
変
化
し
て
き
た
。
社
会
階
層
も
、
商
人
、
軍
人
、
一

ム
ス
リ
ム・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
と
越
境
空
間
の
生
成

―
―
在
北
タ
イ
中
国
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
故
地
と
の
つ
な
が
り
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越
境
と
地
域
空
間
―
―
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
と
ら
え
る

般
民
衆
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
様
な
歴
史
的
差
異

を
内
包
す
る
集
団
と
し
て
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
社
会
は
、
そ
の
差
異

ゆ
え
に
不
均
等
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
空
間
の
形
成
が
み
ら
れ
る
。
そ

の
空
間
は
同
時
に
異
質
な
民
族
や
社
会
と
の
接
触
と
相
互
交
渉
の
な

か
で
生
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
既
存
の
社
会
と

は
異
な
る
。

本
稿
で
は
、
北
タ
イ
に
お
け
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
移
住
波
の
な

か
で
も
、
二
〇
世
紀
半
ば
前
後
の
動
き
に
着
目
し
、
と
り
わ
け
商
人

層
の
動
き
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
し
て
商
人
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
の
動
き
を
、
越
境
過
程
に
彼
ら
が
遭
遇
し
た
戦
争
の
歴
史
的
経
験

か
ら
捉
え
、
彼
ら
が
避
難
・
戦
争
と
い
う
非
日
常
的
な
危
機
状
況
下

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
他
者
と
関
係
性
を
結
び
、
自
ら
の
社
会
的
紐

帯
を
変
化
さ
せ
て
き
た
の
か
を
み
て
い
く
。
と
く
に
、
彼
ら
の
人
生

の
命
運
に
変
化
を
与
え
た
雲
南
系
漢
人
と
の
接
触
が
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
の
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
生
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
、
ま
た
そ
れ
が
今
日
故
地
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の

よ
う
に
作
用
し
つ
つ
あ
る
の
か
論
じ
て
い
く
。

Ⅰ 

北
タ
イ
と
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
移
住

雲
南
に
出
自
を
も
つ
ム
ス
リ
ム
が
タ
イ
社
会
と
つ
な
が
り
を
本
格

的
に
持
ち
始
め
た
の
は
、
一
九
世
紀
以
後
に
活
発
化
す
る
中
国
と
東

南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
地
域
間
交
易
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
西
欧
列
強
の

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
シ
ナ
の
植
民
地
化

を
契
機
と
し
て
、
中
国
に
い
た
る
近
道
と
し
て
雲
南
の
交
通
路
が
注

目
を
浴
び
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
馬
や
ラ
バ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
構

成
し
、
中
国
、
ビ
ル
マ
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
の
交
易
品
を
域
内
外
に

運
ん
だ
（
栗
原 1991; H

ill 1998

）。
交
易
で
財
を
築
い
た
雲
南
系
ム

ス
リ
ム
の
な
か
に
は
、
タ
イ
に
定
着
化
を
進
め
る
人
た
ち
が
出
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
早
く
て
一
九
世
紀
末
、
遅

く
と
も
一
九
一
七
年
に
は
チ
ェ
ン
マ
イ
市
に
最
初
の
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
の
モ
ス
ク
で
あ
る
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
を
建
立
し
た
。
こ

う
し
て
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
間
に
北
タ
イ
に

定
着
を
始
め
た
グ
ル
ー
プ
が
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
先
駆
的
移
住
者

と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
動
き
を
移
住
の
第
一
波
と
呼
ぶ
（
王 

2008c

）。

こ
の
第
一
波
以
後
、
交
易
以
外
の
要
因
で
雲
南
を
離
れ
ビ
ル
マ
や

タ
イ
に
定
着
し
て
い
く
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
増
加
す
る
。
そ
の
ひ

と
つ
に
雲
南
の
大
理
に
拠
点
を
お
い
た
杜
文
秀
が
一
九
世
紀
後
半

に
清
朝
と
対
立
し
、
戦
い
に
や
ぶ
れ
た
末
裔
が
ビ
ル
マ
に
形
成
し

た
ム
ス
リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
ビ
ル
マ
に
定
住
し
た
彼
ら

は
、
定
着
先
の
パ
ン
ロ
ン
と
い
う
地
名
に
ち
な
ん
で
パ
ン
ロ
ン
人

（Panglong

）
と
自
称
す
る
。
彼
ら
は
ビ
ル
マ
で
商
人
に
転
向
し
、

交
易
で
財
を
成
す
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
地
化
や
日
本

軍
の
進
出
に
よ
っ
て
村
落
は
崩
壊
し
、
離
散
の
運
命
を
た
ど
る
。
彼
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ら
の
末
裔
は
ビ
ル
マ
に
点
在
し
て
い
る
ほ
か
、
北
タ
イ
や
台
湾
に
も

再
移
住
し
て
い
る＊

３

。
こ
の
よ
う
に
ビ
ル
マ
に
土
着
化
し
、
さ
ら
に
ビ

ル
マ
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
政
治
的
、
経
済
的
諸
要
因
に
よ
っ
て
タ
イ

へ
再
移
住
し
た
人
々
が
い
る
。
こ
れ
が
第
二
の
移
住
波
で
あ
る
。

第
三
の
移
住
波
は
二
〇
世
紀
半
ば
前
後
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
移

住
者
が
今
日
の
北
タ
イ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
圧
倒
的

多
数
を
占
め
る
。
移
住
の
理
由
と
し
て
最
も
多
い
の
が
、
一
九
四
九

年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
後
に
伴
う
混
乱
と
政
治
的
不
安
に
よ

る
も
の
で
、
大
量
の
避
難
民
が
中
国
か
ら
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア
に
流

れ
た
。
そ
の
な
か
に
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
も
含
ま
れ
、
そ
の
一
部
が
北

タ
イ
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
北
タ
イ
に
お
け
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
、
中
国
、
ビ

ル
マ
を
含
む
国
際
関
係
・
国
内
の
諸
事
情
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
移

住
が
促
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
歴
史
的
差
異
は
彼
ら
の
生
活
拠
点
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
移
住
者
は
か
つ
て
地
域
間
交
易
地
と
し

て
栄
え
、
現
在
で
は
地
方
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
る
チ
ェ
ン
マ
イ

市
や
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
市
に
定
着
し
た
。
他
方
、
後
発
移
住
者
と
な
る

第
二
と
第
三
波
の
移
住
者
は
、
政
治
的
・
軍
事
的
・
経
済
的
理
由
か

ら
中
国
や
ビ
ル
マ
を
出
国
し
、
移
住
当
初
は
地
理
的
条
件
の
悪
い
ビ

ル
マ
―
タ
イ
国
境
の
山
岳
地
域
に
定
着
し
た
。
と
り
わ
け
、
国
境
沿

い
で
も
チ
ェ
ン
マ
イ
県
、
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
に
集
中
し
、
一
九
五
〇

年
代
以
後
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
「
難
民
村
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。「
難
民
村
」
が
形
成
さ
れ
た
要
因
は
、
後
述
す
る
雲
南

系
漢
人
を
主
体
と
す
る
国
民
党
軍
人
の
南
下
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
（Chang 1999

）。
筆
者
は
国
境
沿
い
に
点
在
す
る
雲
南
系
漢
人

と
ム
ス
リ
ム
の
集
落
を
三
三
ヵ
所
訪
問
し
た
結
果
、
そ
の
う
ち
少
な

く
と
も
一
四
ヵ
所
に
は
ム
ス
リ
ム
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し

た
（
王 2004; 2006a

）。

Ⅱ 

切
れ
る
本
国
と
の
絆
、生
み
出
さ
れ
る「
連
帯
」

―
―
雲
南
系
漢
人
・
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
移
民
共
同
体

以
上
の
よ
う
に
、
北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
社
会
は
一
枚
岩
で

は
な
く
、
多
様
な
出
自
を
も
つ
共
同
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
中
国
を
離
れ
て
以
来
、
新
た
な
社
会
状
況
に
直
面

す
る
に
あ
た
っ
て
は
絶
え
ず
社
会
的
紐
帯
を
再
構
築
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
共
同
体
と
し
て
の
存
続
を
維
持
し
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
第
一
の
移
住
波
に
あ
た
る
一
九
世
紀
の
北
タ
イ
に
お

け
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
、
そ
の
地
に
す
で
に
定
着
し
て
い
た
イ
ン

ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
ム
ス
リ
ム
と
宗
教
的
な
紐
帯
を
形
成
し
た
。
イ

ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
ム
ス
リ
ム
は
同
時
期
、
布
や
食
肉
業
を
北
タ

イ
で
展
開
す
る
商
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に

と
っ
て
は
ハ
ラ
ー
ル
食
品
を
営
む
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
の
存
在

は
生
存
維
持
の
上
で
も
、
宗
教
的
な
共
同
体
を
創
り
出
す
上
で
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
一
九
世
紀
末
に

は
チ
ェ
ン
マ
イ
県
チ
ェ
ン
マ
イ
市
に
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
系
ム
ス
リ
ム
の
共
同
に
よ
る
モ
ス
ク
が
創
建
さ
れ
た
の

で
あ
る
（
王 2006b; 2009

）。

第
二
の
移
住
波
に
お
い
て
も
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
戦
略
結
婚
を
通

じ
て
ビ
ル
マ
在
地
の
民
族
と
関
係
性
を
築
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
世
紀
末
に
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
雲
南
を
離
れ
て
新
た
に
定
着
し

た
ビ
ル
マ
の
土
地
は
、
も
と
も
と
ワ
族
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
雲
南

系
ム
ス
リ
ム
は
彼
ら
と
戦
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
集
団
を
維
持
し
つ

つ
、
他
方
ワ
族
と
の
婚
姻
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
移
民
社

会
を
展
開
し
て
き
た
（Forbes 1988

）。
北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
の
家
系
に
は
こ
の
ワ
族
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
孫
が
い

ま
な
お
生
き
て
い
る
。

し
か
し
、
北
タ
イ
に
お
け
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
社
会
の
形
成
過

程
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
雲
南
系
漢
人
で
あ
る
。
上

述
し
た
移
住
波
の
区
分
に
従
え
ば
、
第
三
波
の
時
期
に
相
当
す
る
。

一
九
四
九
年
前
後
の
中
国
本
土
は
共
産
党
と
国
民
党
の
内
戦
で
荒
廃

し
、
社
会
情
勢
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
中
国
共
産
党
が
勝

利
し
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
が
、
敗
北
し
た
国
民
党
軍
は

台
湾
に
逃
れ
新
政
府
を
樹
立
し
た
。
そ
の
一
部
の
国
民
党
軍
部
隊
は

台
湾
に
は
行
か
ず
、
ビ
ル
マ
や
ラ
オ
ス
周
辺
に
陸
路
で
逃
げ
た
。
こ

の
う
ち
、
タ
イ
に
逃
れ
た
国
民
党
軍
部
隊
は
雲
南
出
身
者
を
中
心
に

組
織
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
多
数
は
漢
人
で
あ
っ
た
。
他
方
、
同
時
期

の
中
国
で
は
、
軍
人
の
み
な
ら
ず
商
人
や
農
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
階

層
か
ら
な
る
民
衆
が
隣
国
の
ビ
ル
マ
に
新
た
な
生
活
の
糧
を
求
め
て

避
難
し
た＊

４

。
こ
の
な
か
に
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
も
含
ま
れ
て
い
た
。

雲
南
系
漢
人
の
中
国
か
ら
ビ
ル
マ
へ
の
敗
走
と
そ
の
苦
難
の
歴
史

は
、
お
も
に
国
民
党
軍
に
よ
る
手
記
な
ど
に
よ
り
す
で
に
そ
の
一
部

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
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越
境
史
や
漢
人
と
の
接
触
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
の
た
め
、
北
タ
イ
に
お
け
る
雲
南
系
移
民
社
会
の
歴
史
は
国

民
党
軍
の
視
点
に
偏
り
、
同
時
代
を
生
き
抜
い
た
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

の
人
生
や
移
住
後
の
諸
事
実
は
、
移
民
一
世
の
私
的
な
記
憶
と
し
て

個
々
人
の
な
か
に
仕
舞
い
込
ま
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

国
民
党
軍
が
共
産
党
に
敗
戦
し
ビ
ル
マ
に
逃
げ
込
ん
だ
と
き
、
そ

の
兵
力
は
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
て
い
た
。
し
か
し
、
台
湾
で
新
政

府
を
樹
立
し
た
国
民
党
政
権
の
采
配
に
よ
り
、
ビ
ル
マ
に
残
っ
た
国

民
党
軍
は
兵
力
を
立
て
直
し
、
軍
事
力
増
強
作
戦
を
展
開
し
た
。
軍

の
即
戦
力
を
養
成
す
る
た
め
「
雲
南
反
共
救
国
軍
」
と
い
う
部
隊
が

作
ら
れ
、
当
時
ビ
ル
マ
に
避
難
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
的
背
景

を
も
つ
民
衆
や
避
難
民
が
軍
人
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
軍
事
活
動
の
諸
過
程
の
な
か
で
、
雲
南
系
漢
人
中
心
の
国
民

党
軍
が
戦
力
と
し
て
目
に
つ
け
た
の
が
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
歴
史
的
に
雲
南
、
ビ
ル

マ
と
タ
イ
国
境
の
間
で
地
域
間
交
易
に
従
事
す
る
商
人
層
が
多
か
っ

た
こ
と
や
、
彼
ら
は
交
易
の
経
験
上
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
地
理
に
く

わ
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
馬
や
ラ
バ
と
い
っ
た
運
送
手
段
を
も
っ
て

い
た
点
が
あ
る
。
漢
人
主
体
の
国
民
党
軍
は
、
商
人
層
の
ム
ス
リ
ム

を
軍
の
幹
部
に
抜
擢
す
る
こ
と
で
、
ム
ス
リ
ム
の
所
有
す
る
財
力
や

馬
・
ラ
バ
と
い
っ
た
輸
送
手
段
と
そ
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
手
中

に
治
め
た
。
当
時
ビ
ル
マ
や
タ
イ
一
帯
に
広
が
っ
て
居
住
し
、
あ
る

い
は
商
売
を
し
て
い
た
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
商
人
に
声
を
か
け
、
彼

ら
に
軍
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。
あ
る
も
の
は
国
民
党
軍
幹
部
に
抜

擢
さ
れ
、
軍
事
的
出
世
を
遂
げ
た
。
ま
た
あ
る
も
の
は
軍
属
で
は
な

い
が
、
徴
用
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
国
民
党
軍
の
「
反
共
」
と
い
う

大
義
名
分
に
取
り
込
ま
れ
つ
つ
、
戦
争
に
参
加
、
あ
る
い
は
巻
き
込

ま
れ
て
い
く
。
国
民
党
軍
は
、
台
湾
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
援
助
の
も

と
、
何
度
も
ビ
ル
マ
／
雲
南
国
境
か
ら
中
国
へ
攻
撃
を
行
い
、
政
権

の
奪
回
を
狙
い
、
軍
事
増
強
策
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
不
法
占
拠

し
て
展
開
さ
れ
た
軍
事
活
動
は
ビ
ル
マ
の
反
感
を
買
い
、
国
民
党
軍

人
の
み
な
ら
ず
、
民
衆
や
商
人
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
も
個
人
で
は
な

く
集
団
と
し
て
ビ
ル
マ
政
府
か
ら
敵
視
さ
れ
、
つ
い
に
は
中
国
と
連

合
し
た
ビ
ル
マ
軍
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
三

年
と
一
九
六
一
年
に
国
連
の
通
達
に
よ
り
、
国
民
党
軍
部
隊
は
ビ
ル

マ
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
雲
南
系
漢
人
、
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
と
も
に
ビ
ル
マ
を
追
わ
れ
、
一
部
は
台
湾
へ
、
一
部
は
タ
イ
へ
逃

れ
た
の
で
あ
る
（
王 2007; 2008a

）。

Ⅲ 

移
民
社
会
の
再
編

１ 
台
湾
を
後
ろ
盾
に
す
る
漢
人

し
か
し
、
冷
戦
に
よ
っ
て
利
害
関
係
を
も
っ
た
雲
南
系
漢
人
と
雲

南
系
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
生
活
基
盤
が
タ
イ
に
変
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
関
係
性
は
し
だ
い
に
変
化
し
た
。
ビ
ル
マ
か
ら

タ
イ
へ
の
本
格
的
な
移
住
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
五
三
年
以
後
で
あ

る
。
こ
の
時
期
を
転
機
と
し
て
、
タ
イ
―
ビ
ル
マ
の
国
境
沿
い
に
は

上
述
し
た
多
数
の
雲
南
系
漢
人
と
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
「
難
民
村
」

が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
村
の
特
徴
は
、
主
に
軍
人
層
か
ら
な
る

漢
人
と
商
人
層
か
ら
な
る
ム
ス
リ
ム
が
混
住
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
六
一
年
の
国
連
通
達
を
受
け
て
、
国
民
党
軍
の
第
二

次
撤
退
が
決
定
し
、
ビ
ル
マ
に
残
留
し
て
い
た
国
民
党
軍
の
主
要
部

隊
が
再
度
タ
イ
国
境
に
拠
点
を
移
し
た
。
そ
の
結
果
、
タ
イ
―
ビ
ル

マ
国
境
に
は
「
難
民
村
」
が
増
加
し
た
の
み
な
ら
ず
、
国
民
党
軍
の

ヘ
ッ
ド
ク
ォ
タ
ー
も
チ
ェ
ン
マ
イ
県
と
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
の
二
ヵ
所

に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
軍
人
の
数
が
圧
倒
的
に
増
え
た
。
そ

れ
は
、
雲
南
系
漢
人
人
口
の
増
加
を
示
し
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
周

縁
化
を
も
た
ら
し
た
。

「
難
民
村
」
に
お
け
る
生
活
は
雲
南
系
漢
人
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

を
問
わ
ず
、
彼
ら
が
不
法
入
国
者
で
あ
る
こ
と
、
ア
ヘ
ン
の
密
売
の

容
疑
が
あ
る
こ
と＊

２

、
軍
人
に
お
い
て
は
武
器
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
複
数
の
要
因
に
よ
っ
て
、
タ
イ
政
府
か
ら
庇
護
を
も
ら
う
こ

と
は
難
し
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
隔
離
政
策
が
雲

南
系
社
会
全
体
に
し
か
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
代
末
、
国
民

党
軍
が
タ
イ
国
内
な
ら
び
に
そ
の
国
境
域
に
お
け
る
共
産
ゲ
リ
ラ
撲

滅
を
目
指
す
タ
イ
政
府
に
軍
事
的
協
力
を
す
る
こ
と
を
契
機
と
し

て
、
雲
南
系
社
会
は
し
だ
い
に
タ
イ
国
家
に
統
合
さ
れ
て
い
く
道
を

歩
ん
だ
。
し
か
し
、
国
籍
、
生
活
や
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
整
備
な
ど
の

問
題
の
即
決
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
苦
境
の
な
か
、
軍
を
後
ろ
盾
に
し
た
雲
南
系
漢
人
は
移

民
社
会
の
再
構
築
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
資
源
を
有
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
同
胞
で
あ
る
と
考
え
る
台
湾
政
府
か
ら
政

治
的
、
経
済
的
支
援
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
タ
イ
国
内
で
、
雲
南
系
社
会
に
対
す
る
移
民
政
策
が
打
ち
出
さ

れ
た
と
き
、
ま
っ
さ
き
に
国
籍
取
得
の
対
象
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
の

は
、
国
民
党
軍
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
政

治
的
利
害
と
当
時
の
タ
イ
政
府
の
国
内
事
情
と
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
た
が
、
タ
イ
政
府
と
の
交
渉
権
や
発
言
権
を
握
っ
て
い
た
の
は

国
民
党
軍
人
、
す
な
わ
ち
主
に
雲
南
系
漢
人
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に

雲
南
系
漢
人
は
台
湾
政
府
を
味
方
に
つ
け
、
一
九
七
〇
年
代
以
後
、

段
階
的
に
タ
イ
国
籍
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
雲
南
系
漢
人
に
は
台
湾
に
住
む
軍
人
同
胞
が
い
た
こ
と
も

政
治
力
、
財
力
を
集
積
す
る
う
え
で
有
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
典
型
が
北
タ
イ
国
境
沿
い
に
作
ら
れ
た
中
華
学
校
で

あ
る
。
現
在
、
北
タ
イ
に
は
九
〇
ヵ
所
以
上
の
集
落
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
一
集
落
に
は
一
ヵ
所
の
中
華
学
校
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
中
華
学
校
の
設
立
と
経
営
資
金
は
お
も
に
台
湾
か
ら
の

援
助
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
に
台
湾
側
は
積
極
的
に
タ
イ
の
国
民
党
軍

を
対
象
に
し
て
援
助
と
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
に
は
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台
湾
政
府
と
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
も
多
々
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
国

民
党
軍
人
は
台
湾
か
ら
医
療
・
教
育
・
イ
ン
フ
ラ
・
農
業
技
術
な
ど

多
方
面
に
わ
た
る
援
助
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
（
王 

2008b

）。
２ 

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

さ
て
、
雲
南
系
漢
人
の
大
多
数
が
国
民
党
軍
の
一
派
に
属
し
て
い

た
の
に
対
し
て
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
は
軍
関
係
者
も
い
れ
ば
、
軍

属
で
な
い
商
売
人
や
一
般
人
、
ま
た
国
民
党
軍
が
タ
イ
に
南
下
す
る

以
前
か
ら
す
で
に
タ
イ
に
定
着
し
て
い
た
先
駆
的
グ
ル
ー
プ
な
ど
、

そ
の
内
実
は
多
層
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
Ｍ
村
に
住
む
四
〇

代
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
二
世
の
Ｙ
氏
は
、
父
が
雲
南
の
西
双
版
納
に

あ
る
景
洪
出
身
で
、
一
九
四
九
年
前
後
に
雲
南
を
離
れ
、
一
九
五
〇

年
代
に
ビ
ル
マ
で
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
統
率
す
る
国
民
党
軍
部
隊
に

入
隊
し
た
。
Ｍ
村
に
は
二
〇
〇
七
年
八
月
の
時
点
で
、
約
三
〇
世
帯

の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
居
住
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
元
国

民
党
軍
人
の
家
族
や
そ
の
末
裔
で
あ
る
。
こ
の
地
に
国
民
党
軍
が

集
落
を
築
い
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
初
頭
で
あ
る
。
こ
の
村
は
、

一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
当
時
の
国
民
党
軍
第
五
軍
の
軍
長
で
あ
っ
た

雲
南
系
漢
人
の
段
将
軍
が
死
亡
す
る
ま
で
、
雲
南
系
漢
人
の
統
率
下

に
あ
っ
た
。
当
地
に
住
む
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
軍
人
は
雲
南
系
漢
人

と
政
治
的
、
経
済
的
に
も
利
害
を
共
有
し
、
台
湾
か
ら
の
支
援
を
受

け
て
い
た
。

し
か
し
、
軍
人
筋
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
は
対
照
的
に
商
人
層
の

人
々
は
軍
を
基
盤
に
し
た
漢
人
と
は
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
上
で
も
、
宗

教
や
文
化
基
盤
の
上
で
も
多
く
の
違
い
が
あ
っ
た
。
ビ
ル
マ
に
お
い

て
祖
国
奪
回
を
目
的
と
し
た
「
反
共
戦
争
」
と
い
う
大
義
名
分
が
も

は
や
な
く
な
り
、
タ
イ
に
あ
ら
た
に
移
住
し
始
め
た
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
に
と
っ
て
、
雲
南
系
漢
人
と
の
共
存
は
同
床
異
夢
に
す
ぎ
な
い
こ

と
が
し
だ
い
に
認
識
さ
れ
て
き
た
。
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
商
人
は
、
タ

イ
に
再
移
住
後
、
再
び
国
民
党
軍
や
漢
人
に
義
理
を
た
て
て
関
係
構

築
を
維
持
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
た
。
軍
と
の
距
離
感
を
も
た
ら

し
た
背
景
に
は
個
々
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ム

ス
リ
ム
は
も
と
も
と
商
売
人
で
あ
っ
た
が
、
ビ
ル
マ
で
国
民
党
軍
が

戦
争
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
戦
争
に
い
や
お
う
な
く
巻
き
込

ま
れ
た
。
国
民
党
軍
が
ビ
ル
マ
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
ら
自
分
た
ち

の
商
売
だ
け
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
語
り
が
あ

る
。
こ
う
し
た
発
言
を
す
る
人
に
は
、
親
族
が
国
民
党
軍
に
徴
用
さ

れ
戦
争
で
死
亡
し
た
人
や
、
軍
に
馬
や
ラ
バ
を
供
出
す
る
よ
う
に
命

令
を
受
け
た
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
体
験
が
あ
る
。
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

商
人
は
「
反
共
戦
争
」
を
負
の
経
験
と
し
て
記
憶
し
、
雲
南
系
漢
人

と
歴
史
的
経
験
を
共
有
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
こ
う
し
た
歴
史
の
記
憶
は
個
人
の
行
動
と
結
び
つ
き
、

さ
ら
に
集
合
的
な
行
動
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
商
人
は
、
タ
イ
に
移
住
後
し
ば
ら
く
国
境
沿
い
に

形
成
さ
れ
た「
難
民
村
」で
雲
南
系
漢
人
と
一
時
的
に
混
住
し
た
が
、

ム
ス
リ
ム
の
先
駆
者
が
住
む
チ
ェ
ン
マ
イ
市
に
再
移
住
を
試
み
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
雲
南
系
漢
人
の
移
民
社
会
が
台
湾
か
ら
の

援
助
を
引
き
出
し
な
が
ら
発
展
し
、
社
会
生
活
が
整
備
さ
れ
て
い
く

の
を
横
目
で
み
な
が
ら
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
自
力
更
生
す
る
道
を
模
索
し
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
が
頼
み
に
し

た
の
が
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
雲

南
系
ム
ス
リ
ム
を
め
ぐ
る
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
民
族
内
、
民
族

間
、
国
境
を
越
え
た
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
多
層
化
し
、
そ
の
関
係
は
相

互
に
連
動
し
て
い
る
（
王 2009

）。

定
着
初
期
に
お
い
て
重
要
な
働
き
を
し
た
の
が
、
タ
イ
国
内
に
お

け
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
同
士
の
相
互
扶
助
で
あ
る
。
筆
者
が
お
も
に

調
査
し
た
チ
ェ
ン
マ
イ
県
で
は
、
最
初
の
生
活
基
盤
の
構
築
は
バ
ー

ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
こ
の

モ
ス
ク
は
チ
ェ
ン
マ
イ
市
に
位
置
し
、
一
九
世
紀
末
に
タ
イ
に
移
住

し
た
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
二
〇
世

紀
初
頭
に
創
建
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
同
地
に

住
む
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
ム
ス
リ
ム
と
の
共
同
モ
ス
ク
し
か

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
国
境
周
辺
に
一
時
滞
在
し

て
い
た
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
次
々
と
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
周
辺

に
再
移
住
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
先
駆
者
と
血
縁
関
係
を
持
つ
も
の

も
い
れ
ば
、
雲
南
と
い
う
同
郷
の
よ
し
み
で
身
を
寄
せ
る
人
た
ち
も

い
た
。
そ
の
後
、
こ
う
し
た
新
規
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
流
入
は
増
加

し
、
新
旧
移
民
の
相
互
扶
助
は
勢
い
を
増
す
。
そ
の
結
果
一
九
六
六

年
に
は
、
当
初
一
階
建
て
で
あ
っ
た
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
が
二

階
建
て
に
再
建
さ
れ
る
ほ
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
成
長
し
た
。

ち
な
み
に
一
九
五
〇
年
以
後
に
中
国
を
出
国
し
た
新
規
移
民
の
タ

イ
へ
の
定
着
が
進
む
と
、
新
し
い
モ
ス
ク
も
次
々
と
北
タ
イ
に
誕
生

し
た
。
彼
ら
の
初
期
定
着
場
所
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ム
ス
リ
ム
が

住
ん
で
い
な
か
っ
た
タ
イ
―
ビ
ル
マ
国
境
沿
い
の
「
難
民
村
」
に

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
間
の
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
モ
ス
ク
が
建
て
ら
れ

た
。
二
〇
〇
八
年
現
在
チ
ェ
ン
マ
イ
県
に
は
一
七
ヵ
所
の
モ
ス
ク
が

設
立
さ
れ
て
お
り
、
新
規
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
モ
ス
ク
は
六
ヵ
所
あ
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
一
九
七
〇
年
代
か
ら

一
九
八
〇
年
代
の
間
に
創
建
さ
れ
た
。

さ
ら
に
一
九
七
二
年
に
は
、
新
規
移
民
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
一
世

の
主
導
の
も
と
、
北
タ
イ
に
は
じ
め
て
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
が
創
設
さ

れ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
ム
ス
リ
ム
の
子
弟
た
ち
は
平
日
の
夕
方
や

土
・
日
に
各
人
の
通
う
モ
ス
ク
に
集
ま
っ
て
ク
ル
ア
ー
ン
や
ア
ラ
ビ

ア
語
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
た
。
し
か
し
、
モ
ス
ク
は
あ
く
ま
で
補

助
的
な
学
び
の
場
で
あ
り
、
宗
教
を
専
門
的
に
教
育
す
る
場
で
は
な

か
っ
た
。
移
民
と
し
て
、
と
く
に
ム
ス
リ
ム
と
し
て
外
国
で
生
き
続

け
て
い
く
上
で
、
次
世
代
の
宗
教
知
識
人
の
養
成
は
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
一
世
は
国

内
外
の
ム
ス
リ
ム
か
ら
の
財
政
的
支
援
を
得
る
こ
と
に
奮
闘
し
た
。



060061 ムスリム・アイデンティティの再構築と越境空間の生成

圧
倒
的
な
資
金
提
供
者
は
タ
イ
国
内
に
住
む
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
た
ち

で
あ
っ
た
が
、
当
時
北
タ
イ
に
偶
然
足
を
運
ん
で
い
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
商
人
の
目
に
彼
ら
の
宗
教
活
動
が
と
ま
り
、
そ
れ
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
多
額
の
寄
付
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
海
外
か
ら
の
寄
付
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
中
東
の
カ
タ
ー

ル
、
リ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、

バ
ー
レ
ー
ン
、
オ
マ
ー
ン
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
が
あ
る
。
し
か

し
、
中
東
を
中
心
と
し
た
ム
ス
リ
ム
か
ら
の
寄
付
と
は
対
照
的
に
、

台
湾
や
ビ
ル
マ
、
中
国
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
か
ら
の
寄
付
は
一
九
七
〇

年
代
の
時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
。
台
湾
の
寄
付
は
寄
付

総
額
の
一
％
に
も
満
た
な
い
。
こ
れ
は
、
雲
南
系
漢
人
が
台
湾
か
ら

支
援
を
受
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
し
て
い
た
点
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
ま
た
、
当
時
国
境
を
閉
ざ
し
て
い
た
中
国
か
ら
は
一
銭
も
援

助
が
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
改
革
開
放
政
策
以
前
の
中
国

と
は
連
絡
手
段
が
物
理
的
に
断
た
れ
て
い
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
タ
イ
に
定
着
後
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
軍
人
の

出
自
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
と
商
人
層
を
基
盤
に
し
た
グ
ル
ー
プ
と
に
大

別
で
き
た
が
、
前
者
が
雲
南
系
漢
人
と
の
共
存
を
模
索
し
た
の
に
対

し
て
、
後
者
は
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
拠
り
所

に
民
族
的
な
差
異
を
超
え
て
、
非
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
宗
教
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
結
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
そ
の
発
展
に
力
を
注
い

だ
。
逆
に
い
え
ば
、
モ
ス
ク
や
宗
教
学
校
建
設
に
必
要
と
な
る
寄
付

金
は
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
国
内
の
ム
ス
リ
ム
か
あ
る
い
は
イ
ス

ラ
ー
ム
諸
国
と
の
つ
な
が
り
に
頼
む
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。Ⅳ 

中
国
と
国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り

し
か
し
、
タ
イ
に
お
け
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
を
め
ぐ
る
閉
塞
状
況

も
中
国
の
政
治
経
済
的
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
大
き
な
転
換
を
迎
え

る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
本
格
化
す
る
改
革
開
放
政
策
に
よ
る
国
境

を
越
え
た
モ
ノ
、
人
、
カ
ネ
の
流
動
化
は
、
タ
イ
に
住
む
雲
南
系
ム

ス
リ
ム
に
も
影
響
を
与
え
た
。
祖
国
と
の
断
絶
、
ビ
ル
マ
に
お
け
る

戦
乱
、
タ
イ
で
の
差
別
と
い
っ
た
一
連
の
辛
酸
を
乗
り
越
え
、
北
タ

イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
故
郷
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
よ
う
や

く
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
レ
ベ
ル
か
ら
集
団
レ
ベ

ル
ま
で
ま
さ
に
現
在
進
行
形
で
勢
い
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
ら

の
故
郷
訪
問
や
相
互
訪
問
は
し
ば
し
ば
中
国
と
タ
イ
双
方
に
お
け
る

宗
教
復
興
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
国
境
を
越
え

た
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
態
を
モ
ス

ク
建
築
や
マ
ッ
カ
巡
礼
の
事
例
か
ら
考
え
る
。

北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
は
、
祖
国
に
自
分
た
ち
の
妻
子
や

両
親
、
兄
弟
な
ど
を
残
し
て
き
た
人
々
が
多
い
。
そ
の
中
心
は
、
ビ

ル
マ
で
戦
争
を
経
験
し
、
あ
る
い
は
そ
の
余
波
を
受
け
て
ビ
ル
マ
か

ら
タ
イ
へ
再
移
住
し
た
人
た
ち
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
戦
争
の
過
程
で

故
郷
へ
帰
還
す
る
夢
を
一
度
は
捨
て
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
語
る
。

中
国
へ
の
帰
還
と
そ
の
交
流
の
始
ま
り
は
、
期
せ
ず
し
て
、
中
国

政
府
か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
初

頭
、
雲
南
省
、
四
川
省
、
山
東
省
、
広
東
省
、
浙
江
省
、
寧
夏
回
族

自
治
区
、
安
徽
省
な
ど
の
政
府
関
係
者
が
は
じ
め
て
チ
ェ
ン
マ
イ
を

訪
問
し
た
。
当
時
、
こ
の
訪
問
に
関
わ
っ
た
李
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
タ
イ
に
は
雲
南
会
館
と
い
う
雲
南
系
の
漢
人
と
ム
ス
リ
ム
が
合

同
で
運
営
す
る
同
郷
会
館
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
組
織
は
台
湾
と
雲
南

系
社
会
を
媒
介
す
る
の
が
主
な
役
割
で
あ
り
、
中
国
を
相
手
に
す
る

公
的
団
体
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
一

世
の
リ
ー
ダ
ー
、
と
く
に
商
人
層
が
集
ま
っ
て
相
談
し
た
結
果
、
雲

南
系
ム
ス
リ
ム
だ
け
の
同
郷
会
を
作
ろ
う
と
い
う
運
び
に
な
り
、「
旅

泰
清
邁
伊
斯
蘭
同
郷
」
と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
当
時
タ
イ
国

家
か
ら
公
益
団
体
と
し
て
正
式
に
認
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
中

国
か
ら
の
外
交
使
節
が
チ
ェ
ン
マ
イ
に
訪
問
す
る
た
び
に
、
彼
ら
も

他
の
華
人
団
体
と
同
様
に
接
見
し
た
。
こ
う
し
て
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

は
雲
南
系
漢
人
と
は
異
な
る
政
治
的
、
宗
教
的
帰
属
を
公
的
場
面
に

お
い
て
表
出
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

中
国
の
代
表
団
と
の
接
触
に
弾
み
を
得
て
、
そ
の
後
、
雲
南
系
ム

ス
リ
ム
た
ち
は
家
族
単
位
で
故
郷
に
足
を
運
ん
だ
。
帰
郷
者
は
村
人

か
ら
「
座
客
」
と
い
う
手
作
り
の
食
事
に
よ
る
手
厚
い
接
待
を
受
け

る
。
村
人
は
外
国
か
ら
の
帰
郷
者
を
引
き
止
め
、
食
事
と
団
欒
を
楽

し
む
。
そ
の
た
め
、
帰
郷
者
は
多
い
と
き
で
一
日
五
回
も
異
な
る

家
で
食
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
腹
を
す
か
せ
る
暇
も
な
く
村
内
を

転
々
と
挨
拶
代
わ
り
に
食
べ
あ
る
く
。
こ
う
し
た
故
郷
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、
祖
国
で
親
族
・
知
人
と
一
緒
に

撮
っ
た
数
々
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
思
い
出
話
を
す
る
の
が
、
い
ま

で
は
在
タ
イ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
一
世
た
ち
の
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い

る
。そ

の
後
、
故
郷
訪
問
の
頻
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
中
国
と
タ
イ
に

住
む
ム
ス
リ
ム
は
離
散
し
た
親
族
間
の
安
否
を
確
認
し
あ
う
の
み
な

ら
ず
、
双
方
の
宗
教
事
情
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
す
る
よ
う
に
な
っ

写真 1 チェンマイ県バーン・ホー・モスクで行われた断食明
けの祈りをする雲南系ムスリム
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た
。
タ
イ
側
の
ム
ス
リ
ム
は
そ
の
過
程
で
、
毛
沢
東
政
権
下
に
お
け

る
宗
教
政
策
の
影
響
で
中
国
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
が
不
条
理
か
つ
劣

悪
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
歴
史
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た

中
国
の
実
態
を
把
握
す
る
に
つ
れ
、
在
タ
イ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
よ

る
故
郷
訪
問
は
し
だ
い
に
宗
教
的
な
様
相
を
帯
び
て
き
た
。
筆
者
は

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間
に
故
郷
訪
問
に
四
回
随
行
し
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
度
が
北
タ
イ
に
あ
る
雲
南
系
モ
ス
ク
主

催
の
故
郷
訪
問
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。
一
度
目
は
雲
南
南
東
部
の
開
遠

県
、
二
度
目
は
西
部
の
騰
沖
県
で
あ
る
。
二
回
と
も
故
郷
訪
問
を
掲

げ
て
い
た
が
、
そ
の
内
実
は
モ
ス
ク
の
落
成
式
へ
の
参
加
が
目
的
で

あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
中
国
と
の
国
境
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
状
況
に
あ
っ
て

も
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
一
部
は
宗
教
的
な
支
援
を
水
面
下
で
行
っ
て

い
た
。
た
と
え
ば
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
一
世
の
合
氏
は
雲
南
省
保
山

市
に
あ
る
故
郷
の
村
か
ら
連
絡
を
受
け
、
一
九
七
六
年
ご
ろ
、
母
村

に
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
を
建
設
す
る
た
め
建
築
費
用
一
万
五
千
元
を
寄

付
し
た
。
当
時
、合
氏
は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
ま
で
息
子
を
呼
び
寄
せ
、

金
を
直
接
手
渡
し
た
。
ま
た
そ
の
前
後
の
時
期
に
は
、
地
震
に
よ
り

一
部
破
損
し
た
モ
ス
ク
を
修
復
す
る
た
め
に
二
千
香
港
ド
ル
を
寄
付

し
た
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
八
一
年
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
の
校
舎

の
建
設
費
用
と
し
て
五
万
元
を
送
っ
た
。
教
室
に
加
え
て
、
女
性
用

の
礼
拝
堂
、
ト
イ
レ
、
台
所
な
ど
を
増
設
す
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら

に
同
時
期
、
モ
ス
ク
の
叫
拝
楼
（
ミ
ナ
レ
ッ
ト
）
が
壊
れ
た
と
い
う

連
絡
を
甥
か
ら
受
け
、
約
一
五
万
元
を
送
金
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
学

校
は
そ
の
後
落
成
し
た
が
、
中
国
に
ま
だ
帰
国
で
き
る
状
況
で
は
な

い
と
判
断
し
、
合
氏
は
式
典
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
で
の
暮
ら
し
が
安
定
す
る
と
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
一
世
は
、
故
郷
の
宗
教
復
興
の
た
め
に
資
金
援
助
を
密
か
に
行
っ

た
。
そ
の
後
、
送
金
だ
け
を
頼
り
に
行
わ
れ
て
い
た
宗
教
支
援
は
、

改
革
開
放
の
流
れ
を
受
け
て
、
カ
ネ
と
と
も
に
人
そ
の
も
の
が
移
動

す
る
こ
と
で
活
発
化
し
た
。
そ
の
一
例
が
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、

チ
ェ
ン
マ
イ
市
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
で
実
施
さ
れ
た
故
郷
訪
問

ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ツ
ア
ー
の
旅
程
は
約
一
週
間
で
あ
っ
た
。
一
週
間

の
内
容
は
一
日
目
、二
日
目
、三
日
目
は
騰
沖
県
、残
り
の
日
程
は
、

雲
南
の
西
部
に
あ
る
大
理
や
麗
江
と
い
っ
た
観
光
名
所
を
め
ぐ
る
こ

と
に
当
て
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
眼
目
は
、
企
画
者
で
あ
る
明
氏
の

故
郷
に
お
け
る
モ
ス
ク
の
落
成
式
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
明
氏
の
一

族
や
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
の
教
区
、
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
か
ら
の

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
を
含
め
て
約
二
〇
人
強
が
参
加
し
た
。
明
氏
は
故

郷
に
お
け
る
宗
教
復
興
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「
モ
ス
ク
の
再
建
を
考
え
つ
い
た
の
は
六
年
前
で
す
。
故
郷
の

ム
ス
リ
ム
は
、
他
の
地
域
に
住
む
ム
ス
リ
ム
の
生
活
状
況
に
く

ら
べ
て
劣
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
モ
ス
ク
を
建
て
る
こ
と

は
中
国
に
と
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
雲
南
省
の
な
か
で

こ
う
し
た
海
外
華
人
に
よ
る
モ
ス
ク
の
建
築
は
自
分
が
は
じ
め
て

で
す
。
今
回
は
宗
教
学
校
と
モ
ス
ク
を
建
て
ま
し
た
。
断
食
が
あ

け
た
ら
学
校
を
開
始
し
て
、
当
面
は
一
ク
ラ
ス
二
〇
人
ほ
ど
か
ら

始
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
ア
ラ
ビ
ア
語
が
で
き
る
人

を
他
の
地
域
、
た
と
え
ば
昆
明
、
北
京
、
寧
夏
回
族
自
治
区
な
ど

か
ら
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
は
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

で
、
学
費
、
宿
舎
費
、
食
費
や
洋
服
な
ど
は
寄
付
し
て
あ
げ
よ
う

と
思
い
ま
す
。
モ
ス
ク
が
建
て
ら
れ
た
土
地
は
、
も
と
も
と
自
分

の
土
地
で
、土
地
改
革
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

そ
の
一
部
を
ま
た
買
収
し
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ス
ク
に
は
も
と
も

と
田
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
二
つ
の
土
地
を
合
わ
せ
て
モ
ス
ク

建
設
の
た
め
の
土
地
と
し
て
準
備
し
ま
し
た
。
祖
父
が
モ
ス
ク
を

修
築
し
た
と
き
は
、
人
口
も
何
十
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
今
は
三
〇
〇
人
ほ
ど
で
、
約
七
〇
世
帯
の

住
民
が
い
ま
す
。
自
分
の
家
は
も
と
も
と
地
主
で
し
た
。
村
の
な

か
で
地
主
は
私
の
家
だ
け
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
村
か
ら
海
外
に

移
住
し
た
の
は
後
に
も
先
に
も
自
分
だ
け
で
す
。」

明
氏
は
モ
ス
ク
の
再
建
に
あ
た
り
、
中
国
国
内
外
の
ム
ス
リ
ム
か

ら
合
計
約
六
〇
万
人
民
元
の
寄
付
を
募
り
、
明
氏
自
身
も
約
五
〇
万

元
を
寄
付
を
し
た
。
そ
の
際
、
明
氏
は
タ
イ
に
住
む
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
や
、
親
戚
が
い
る
台
湾
や
ビ
ル
マ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
か
ら
も
精

力
的
に
寄
付
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、タ
イ
で
は
お
よ
そ
七
万
元
、

台
湾
や
ビ
ル
マ
を
あ
わ
せ
て
約
二
万
元
が
集
め
ら
れ
た
。
今
回
の
故

郷
訪
問
ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
、
タ
イ
で
寄
付
活
動
に
協
力
し
た
人
た

ち
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
県
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会

に
も
寄
付
の
依
頼
を
打
診
し
た
が
、
協
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

故
郷
訪
問
と
中
国
に
お
け
る
宗
教
復
興
を
一
体
化
さ
せ
る
明
氏
と

は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。
訪
問
を
終
え
て
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
そ

の
苦
難
の
移
住
史
を
聞
い
た
。
彼
は
一
九
五
〇
年
に
雲
南
の
騰
沖
県

で
生
ま
れ
た
が
異
母
兄
弟
に
囲
ま
れ
て
育
つ
。
し
か
し
、
そ
の
兄
弟

た
ち
の
中
に
は
後
に
共
産
党
の
弾
圧
を
受
け
た
者
が
い
た
。
一
人
は

死
亡
、
一
人
は
難
を
逃
れ
る
が
後
遺
症
で
精
神
障
害
を
煩
う
。
苦
渋

の
家
族
環
境
の
な
か
、
彼
は
一
九
六
〇
年
、
若
干
一
〇
歳
の
若
さ
で

単
独
ビ
ル
マ
へ
移
住
し
た
。
ビ
ル
マ
に
は
親
戚
が
住
ん
で
い
た
。
母

も
そ
の
後
息
子
を
追
っ
て
ビ
ル
マ
に
移
住
す
る
。
ビ
ル
マ
で
は
翡
翠

な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
財
を
な
し
た
が
、
一
九
六
二
年
の
ネ
ー
ウ
ィ
ン

の
政
変
で
危
機
を
察
知
し
、
タ
イ
に
再
移
住
し
た
。
そ
の
後
、
中
国

と
の
国
境
が
開
か
れ
る
と
中
国
と
タ
イ
を
結
ぶ
貿
易
業
を
展
開
し
財

を
築
く
。

明
氏
の
ケ
ー
ス
は
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
一
世
が
「
難
民
」
か
ら
華
商

へ
と
転
身
す
る
成
功
例
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
雲
南
と
い
う
出

自
を
活
か
し
、
貿
易
業
、
観
光
業
、
食
品
の
卸
売
り
な
ど
中
国
と
タ

イ
を
結
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
し
、
タ
イ
に
お
け
る
社
会
的
上
昇
を
果

た
し
て
い
く
。
し
か
も
、
彼
ら
は
そ
こ
で
蓄
積
し
た
資
本
を
さ
ら
に

故
郷
へ
の
宗
教
復
興
に
投
資
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
境

を
越
え
て
宗
教
復
興
に
荷
担
す
る
に
は
戦
略
を
必
要
と
す
る
。
雲
南
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系
ム
ス
リ
ム
の
場
合
、
彼
ら
は
故
郷
へ
の
経
済
的
投
資
に
よ
っ
て
巧

み
に
現
地
の
官
僚
を
味
方
に
つ
け
、昵
懇
の
「
関
係
」
を
築
き
上
げ
、

共
産
中
国
が
煙
た
が
る
宗
教
分
野
へ
介
入
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
明

氏
の
場
合
、
村
で
の
モ
ス
ク
の
落
成
式
終
了
後
、
県
政
府
に
よ
る
歓

迎
会
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
明
氏
の
み
な
ら
ず
、
筆
者
を
含
む
タ
イ

か
ら
の
故
郷
訪
問
参
加
者
も
手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。
そ
の
場

に
は
中
国
の
政
府
関
係
者
と
し
て
騰
沖
県
書
記
、
騰
沖
県
政
協
主
席

と
副
主
任
、
騰
沖
県
人
民
代
表
大
会
、
騰
沖
県
旅
遊
局
長
、
騰
沖
県

交
通
局
長
、
保
山
地
区
僑
辦
主
任
が
列
席
し
て
い
た
。

以
上
の
事
例
は
、
故
郷
訪
問
が
単
な
る
親
族
や
知
人
と
の
親
睦
に

と
ど
ま
ら
ず
、
現
地
の
官
僚
を
含
め
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
人
間
関

係
、
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
そ
れ
は
お
も
に
タ
イ
で
成
功

し
た
ム
ス
リ
ム
系
華
商
達
の
手
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
特
に
、
タ
イ
側
の
移
民
に
す
れ
ば
、
こ
の
行
為
は
移

民
個
人
が
故
郷
で
錦
を
飾
り
、
自
ら
の
故
郷
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス

や
威
信
を
高
め
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
官
民
双
方
に
利
と
な
る
の
で

あ
る
。Ⅴ 

マ
ッ
カ
巡
礼
に
み
る
ム
ス
リ
ム
・

　

 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
と
そ
の
困
難

こ
の
よ
う
に
中
国
の
改
革
開
放
は
、
故
郷
と
の
繋
が
り
を
念
願
し

て
い
た
タ
イ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
新
た
な
宗
教
実
践
を
広
げ
る
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
個
人
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、

集
合
的
な
様
相
を
帯
び
、
し
か
も
宗
教
色
が
強
ま
る
場
合
に
は
事
情

は
異
な
る
。
そ
れ
が
以
下
に
述
べ
る
マ
ッ
カ
巡
礼
の
事
例
で
あ
る
。

マ
ッ
カ
巡
礼
は
、
タ
イ
語
で
は
タ
ム
ハ
ッ
ト
（tham

 hat

）、
中
国

語
で
「
朝
覲
」
と
い
う
。
巡
礼
を
終
え
て
き
た
人
た
ち
は
、
タ
イ
語

で
ハ
ッ
ジ
、
中
国
語
で
「
哈
吉
」
と
呼
ば
れ
る
。

北
タ
イ
で
最
も
早
期
に
マ
ッ
カ
巡
礼
を
果
た
し
た
雲
南
系
ム
ス
リ

ム
は
、
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
の
創
設
に
関
わ
っ
た
鄭
氏
で
あ

る
。
鄭
氏
は
、
一
九
世
紀
末
に
タ
イ
に
移
住
し
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ

た
馬
や
ラ
バ
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
交
易
に
よ
っ
て
財
を
築
き
、
雲
南

系
ム
ス
リ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
勢
力
的
に
関
わ
っ
た
人
物
で

あ
る
。鄭
氏
は
一
九
六
四
年
に
マ
ッ
カ
巡
礼
を
行
い
、そ
の
地
で
「
帰

真
」（
死
亡
）
し
た
。

そ
の
後
、
中
国
や
ビ
ル
マ
か
ら
避
難
し
て
き
た
第
二
波
と
第
三
波

の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
北
タ
イ
に
合
流
し
て
以
後
も
、
や
は
り
マ
ッ

カ
巡
礼
は
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
に
は
二

つ
の
問
題
に
直
面
し
た
。
第
一
に
、
ビ
ル
マ
か
ら
避
難
民
と
し
て
新

た
に
タ
イ
で
生
活
を
築
き
上
げ
て
い
た
多
く
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に

は
経
済
的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
第
二
は
、
彼
ら
は
合
法
的
に
入
国
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
移
住
当
初
そ
の
多
く
が
タ
イ
国
籍
を

も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
第
二
点
は
重
要
で
あ
る
。
雲
南
系
漢
人

主
体
の
国
民
党
軍
が
一
九
七
〇
年
代
以
後
、
タ
イ
政
府
か
ら
国
籍
取

得
の
条
件
を
緩
和
さ
れ
、
タ
イ
国
民
へ
の
道
が
開
か
れ
た
の
に
対
し

て
、
商
人
層
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
枠
外
で
あ
っ
た
。
雲
南
系
ム
ス

リ
ム
は
国
外
に
出
る
法
的
条
件
を
満
た
す
た
め
、
厳
し
い
国
籍
取
得

の
条
件
を
ク
リ
ア
ー
す
る
か
、
あ
る
い
は
非
合
法
の
手
段
を
使
っ
て

タ
イ
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
マ
ッ
カ
巡
礼
に
必
要
な

旅
券
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
る
（
王 2008

）。
国
籍
取
得
者
人
口
も

多
く
な
か
っ
た
た
め
、
移
住
当
初
の
マ
ッ
カ
巡
礼
は
そ
の
規
模
も
小

さ
く
か
つ
個
人
単
位
で
あ
っ
た
と
い
う
。
後
発
移
民
の
な
か
で
比
較

的
最
初
に
マ
ッ
カ
巡
礼
を
果
た
し
た
馬
氏
は
、「
一
九
七
七
年
に
マ
ッ

カ
巡
礼
に
行
き
ま
し
た
。
当
時
ま
だ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
経
済
的
に

苦
し
く
、マ
ッ
カ
巡
礼
に
行
け
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。（
中

略
）
私
は
友
人
と
三
人
で
マ
ッ
カ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
ア

ラ
ビ
ア
諸
国
に
友
人
が
い
た
の
で
、
友
人
の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た

り
、
宿
に
泊
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に
マ
ッ
カ
に
行
く
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
語
る
。

し
か
し
、
一
九
九
九
年
に
北
タ
イ
で
調
査
し
た
と
き
に
筆
者
が
目

の
当
た
り
に
し
た
の
は
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
マ
ッ
カ
巡
礼
団

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
マ
ッ
カ
巡
礼
に
行
く
た
め
の
便
宜
を
図
る
た

め
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
自
身
に
よ
っ
て
専
門
の
旅
行
会
社
あ
る
い
は

代
行
業
を
組
織
し
て
い
た
。
一
九
九
九
年
の
調
査
時
点
で
確
認
で
き

た
の
は
四
つ
で
あ
る
。

①　

Ａ
社
…
…
巡
礼
だ
け
を
目
的
と
し
た
ツ
ア
ー
会
社
で
あ
る
。

オ
ー
ナ
ー
は
二
人
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
一
人
は
チ
ェ

ン
ラ
ー
イ
県
メ
ー
サ
イ
市
教
区
員
で
、
タ
イ
生
ま
れ
。
雲
南
の

祖
籍
は
峨
山
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
県
に
あ
る

バ
ー
ン
・
ヤ
ー
ン
と
い
う
「
難
民
村
」
の
教
区
員
で
あ
る
。
雲

南
の
祖
籍
は
不
明
で
あ
る
。調
査
当
時
、か
つ
て
バ
ー
ン
・
ヤ
ー

ン
・
モ
ス
ク
の
イ
マ
ー
ム
を
し
た
経
験
が
あ
る
。
Ａ
社
は
、
タ

イ
に
住
む
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
を
対
象
に
し
た
マ
ッ
カ
巡
礼
会
社

と
し
て
約
六
年
前
に
作
ら
れ
た
。

②　

Ｂ
社
…
…
一
人
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。

巡
礼
だ
け
の
ツ
ア
ー
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
オ
ー
ナ
ー
は

チ
ェ
ン
マ
イ
市
サ
ン
パ
コ
イ
教
区
員
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
で
、

一
九
七
四
～
五
年
ご
ろ
、
雲
南
省
通
海
県
の
古
城
か
ら
タ
イ
に

移
住
し
て
き
た
。
オ
ー
ナ
ー
自
身
は
マ
ッ
カ
巡
礼
に
は
行
か

ず
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
で
あ
る
敬
真
学
校
の
卒

業
生
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
マ
デ
ィ
ー
ナ
に
二
～
三
年
留
学

し
た
経
験
を
も
つ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
二
世
が
巡
礼
団
を
引
率
す

る
。
会
社
は
三
～
四
年
前
に
設
立
さ
れ
た
。

③　

Ｃ
氏
…
…
ツ
ア
ー
会
社
を
作
っ
て
い
な
い
。
Ｃ
氏
と
異
母
兄

弟
の
妹
と
そ
の
夫
を
含
め
て
三
人
で
マ
ッ
カ
巡
礼
の
時
期
に
な

る
と
ツ
ア
ー
を
組
織
す
る
。
Ｃ
氏
は
一
九
七
〇
年
代
に
雲
南
の

開
遠
県
か
ら
タ
イ
に
移
住
し
て
き
た
。
異
母
兄
弟
の
妹
は
ビ
ル

マ
生
ま
れ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
で
、
タ
イ
で
成
長
し
た
。
彼
女

の
夫
は
、
南
タ
イ
人
の
ム
ス
リ
ム
で
、
現
在
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・

モ
ス
ク
に
付
属
す
る
宗
教
学
校
の
校
長
と
な
っ
て
い
る
。
三
人
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と
も
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
の
教
区
員
で
あ
る
。
三
人
の
う

ち
、Ｃ
氏
が
巡
礼
の
勧
誘
や
そ
の
代
行
業
を
請
け
負
う
が
、マ
ッ

カ
巡
礼
に
行
く
の
は
異
母
兄
弟
の
妹
夫
婦
で
あ
る
。
い
つ
ご
ろ

巡
礼
団
を
組
織
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

④　

Ｄ
氏
…
…
ツ
ア
ー
会
社
を
も
た
な
い
が
、
旅
行
ガ
イ
ド
を
職

業
に
し
て
い
た
。
ビ
ル
マ
生
ま
れ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
で
、
そ

の
後
タ
イ
に
移
住
す
る
。
メ
ー
ホ
ン
ソ
ー
ン
県
パ
イ
郡
の
教
区

員
で
あ
る
。
す
で
に
各
種
ツ
ア
ー
業
を
始
め
て
二
十
数
年
に
な

る
と
い
う
。
一
九
九
二
年
に
は
旅
行
会
社
に
雇
わ
れ
て
ツ
ア
ー

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
通
訳
を
か
ね
て
、
タ
イ
に
住
む
雲
南
系
ム
ス

リ
ム
を
マ
ッ
カ
巡
礼
に
引
率
し
た
。
一
九
九
四
年
に
は
別
の
旅

行
会
社
に
移
り
、
引
き
続
き
マ
ッ
カ
巡
礼
の
業
務
を
行
っ
た
。

一
九
九
九
年
に
は
再
度
別
の
旅
行
会
社
に
移
り
、
今
日
に
い
た

る
。

巡
礼
団
の
組
織
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
ン
ラ
ー
イ
県
、
メ
ー
ホ
ン

ソ
ー
ン
県
、
チ
ェ
ン
マ
イ
県
と
異
な
っ
た
教
区
に
属
し
て
い
る
。
彼

ら
は
マ
ッ
カ
巡
礼
の
参
加
者
を
呼
び
込
む
た
め
、
自
分
の
教
区
以
外

に
も
宣
伝
す
る
。
こ
う
し
た
情
報
は
口
コ
ミ
で
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の

間
に
広
が
り
、
マ
ッ
カ
巡
礼
は
北
タ
イ
各
地
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が

相
互
に
乗
り
入
れ
、
知
り
合
う
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
参
加
者

は
、
ツ
ア
ー
を
組
織
す
る
人
の
人
柄
や
、
巡
礼
に
か
か
る
費
用
や

現
地
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
考
慮
し
、
自
分
た
ち
の
好
み
で
巡
礼

団
を
選
択
す
る
。
価
格
は
、
七
万
八
千
バ
ー
ツ
、
八
万
バ
ー
ツ
、

八
万
八
千
バ
ー
ツ
、
九
万
バ
ー
ツ
な
ど
が
あ
る
。
筆
者
が
親
し
く
し

て
い
た
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
の
教
区
員
は
、
上
述
し
た
Ｃ
氏

と
お
な
じ
モ
ス
ク
の
顔
見
知
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ェ
ン

ラ
ー
イ
県
の
Ａ
さ
ん
の
巡
礼
団
に
申
し
込
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う

に
、
参
加
者
の
好
み
に
よ
っ
て
巡
礼
団
を
選
択
す
る
の
で
、
四
つ
の

グ
ル
ー
プ
も
毎
年
、
参
加
者
が
変
動
す
る
。
一
九
九
九
年
の
時
点
で

そ
の
規
模
は
、
Ａ
社
は
一
〇
〇
人
強
、
Ｂ
社
は
四
〇
人
強
、
Ｃ
氏
は

二
〇
人
強
、
Ｄ
氏
は
四
四
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
巡
礼
団
が
い
ず
れ

も
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
半
ば
に
か
け
て
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
な
か
で
巡
礼
人
口
が
増

加
し
、
そ
れ
に
伴
い
巡
礼
団
が
組
織
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
巡
礼
団
の
組
織
化
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
参
加
者

の
な
か
に
中
国
や
ビ
ル
マ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
参
加
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
Ｄ
氏
に
よ
る
と
お
お
よ
そ
一
九
九
六
、七
年
か
ら
中
国

や
ビ
ル
マ
か
ら
の
参
加
が
あ
る
と
い
う
。

一
九
九
九
年
に
Ｄ
氏
が
組
織
し
て
い
た
巡
礼
団
の
参
加
者
の
内
訳

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

北
タ
イ
（
一
六
人
）

バ
ー
ン
・
ヤ
ー
ン
教
区
員
一
人
、
パ
イ
教
区
員
一
人
、
チ
ェ

ン
マ
イ
市
一
四
人

ビ
ル
マ
（
一
〇
人
）

ヤ
ン
ゴ
ン
二
人
、タ
ウ
ン
ジ
ー
二
人
、マ
ン
ダ
レ
ー
二
人
、タ
ー

キ
レ
ッ
ク
二
人
、
ラ
シ
オ
一
人
、
タ
ン
ヤ
ン
一
人

中
国
（
一
七
人
）

�

雲
南
省
―
峨
山
一
一
人
、
通
海
四
人
、
内
蒙
古
自
治
区
二
人

こ
の
よ
う
に
Ｄ
氏
の
巡
礼
団
は
三
つ
の
国
か
ら
計
四
三
人
が
参
加

し
て
い
る
。
北
タ
イ
一
六
人
、
ビ
ル
マ
一
〇
人
、
中
国
か
ら
一
七
人

で
あ
る
。
中
国
か
ら
巡
礼
希
望
者
が
加
わ
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
中

国
で
は
毎
年
マ
ッ
カ
巡
礼
の
参
加
人
数
が
制
限
さ
れ
、
し
か
も
北
京

経
由
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
雲
南
の
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
、
わ
ざ

わ
ざ
北
京
経
由
で
行
く
の
は
面
倒
な
ば
か
り
で
は
な
く
、
加
え
て
農

村
に
住
む
彼
ら
は
な
か
な
か
巡
礼
者
と
し
て
の
資
格
を
与
え
ら
れ
な

い
と
い
う
。
そ
の
た
め
雲
南
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
は
、
北
タ
イ
に
移
住

し
た
親
族
と
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
、
彼
ら
の
親
族
関
係
を
使
っ
て

マ
ッ
カ
巡
礼
を
行
う
。
彼
ら
は
こ
の
ル
ー
ト
を
「
後
門
（
裏
口
）」

と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
タ
イ
以
外
の
国
か
ら
巡
礼
者
を
受
け

入
れ
る
に
は
、
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。
Ｄ
氏
に
よ
る
と
、

中
国
や
ビ
ル
マ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
、「
親
族
訪
問
」
と
い
う
名

目
で
タ
イ
に
入
国
し
、
そ
の
書
類
申
請
の
た
め
、
タ
イ
側
の
親
族
が

書
い
た
招
聘
状
と
受
け
入
れ
親
族
の
身
分
証
明
書
を
添
付
す
る
。

た
と
え
ば
、
筆
者
が
親
し
く
し
て
い
た
北
タ
イ
生
ま
れ
の
七
〇
代

に
な
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
女
性
は
、
一
九
九
八
年
の
巡
礼
で
、
雲

南
か
ら
亡
き
夫
の
親
族
を
呼
び
寄
せ
た
。
雲
南
に
住
む
夫
の
弟
の
妻

と
、夫
が
「
兄
弟
」
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
た
同
世
代
の
親
戚
の
孫
、

計
二
人
を
雲
南
か
ら
受
け
入
れ
た
。
こ
の
女
性
の
よ
う
に
、
実
際
に

血
縁
関
係
の
あ
る
人
を
巡
礼
者
と
し
て
タ
イ
に
入
国
さ
せ
る
場
合
も

あ
る
が
、
親
族
で
は
な
い
場
合
で
も
、
擬
似
的
に
「
親
族
」
と
し
て

申
請
す
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
に
属
す
る
七
〇

代
の
あ
る
教
区
員
は
、
自
分
の
故
郷
に
い
る
知
り
合
い
の
息
子
を
、

「
甥
」
と
し
て
申
請
書
に
書
い
た
。

こ
の
よ
う
に
い
っ
た
ん「
親
族
」と
し
て
タ
イ
に
入
国
さ
せ
た
後
、

マ
ッ
カ
巡
礼
の
組
織
者
は
さ
ら
に
マ
ッ
カ
行
き
の
た
め
の
入
国
ビ
ザ

や
飛
行
機
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
諸
手
続
き
を
一
括
し
て
請
け
負
う
。
組

織
者
が
諸
手
続
き
を
準
備
し
て
い
る
間
、
雲
南
と
ビ
ル
マ
か
ら
き
た

ム
ス
リ
ム
た
ち
は
、
親
族
や
知
り
合
い
の
家
、
あ
る
い
は
ム
ス
リ
ム

写真 2 1999 年に実施されたマッカ巡礼に向けた合同集会。写
真を撮っているのがチェンマイの雲南系ムスリムで、集合写真
のため並んでいるのが中国やビルマから参加したムスリム
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が
経
営
す
る
旅
館
に
泊
ま
る
。
彼
ら
の
滞
在
期
間
は
人
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
ビ
ザ
な
ど
の
諸
準
備
の
た
め
、
少
な
く
と
も
一
週
間
以
上

北
タ
イ
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
間
、
彼
ら
は
観
光
を
か
ね
て
、
北
タ
イ

の
各
地
に
住
む
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
モ
ス
ク
や
同
胞
に
会
い
に
行

く
。
諸
準
備
が
整
う
と
、
巡
礼
団
は
チ
ェ
ン
マ
イ
を
出
発
し
、
バ
ン

コ
ク
か
ら
国
際
線
に
乗
り
換
え
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
向
か
う
。

こ
う
し
た
北
タ
イ
と
中
国
な
ら
び
に
ビ
ル
マ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

間
の
交
流
は
、
マ
ッ
カ
巡
礼
者
の
み
な
ら
ず
、
巡
礼
に
は
参
加
し
な

い
地
元
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
も
開
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
巡

礼
団
を
対
象
に
し
た
歓
送
会
と
巡
礼
講
習
会
で
あ
る
。
歓
送
会
は

一
九
九
九
年
三
月
一
日
に
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
た
。

会
に
は
巡
礼
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
巡
礼
を
見
送
る
北
タ
イ
各
地
の

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
教
区
員
が
参
加
し
た
。
参
加
者
は
全
員
一
律
一
人

二
〇
〇
バ
ー
ツ
を
寄
付
す
る
。
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
食
材
な
ど
の

諸
経
費
に
あ
て
ら
れ
、
中
国
、
ビ
ル
マ
、
そ
し
て
北
タ
イ
の
雲
南
系

ム
ス
リ
ム
が
一
同
に
集
い
食
卓
を
囲
ん
だ
。
三
月
六
日
に
は
、
サ
ン

パ
コ
イ
・
モ
ス
ク
と
敬
真
学
校
の
主
催
で
、
巡
礼
に
出
発
す
る
ム
ス

リ
ム
の
た
め
の
宗
教
講
習
会
と
健
康
診
断
が
午
前
中
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
と
き
の
参
加
者
に
は
、
歓
送
迎
会
と
同
様
に
、
巡
礼
者
だ
け
で

は
な
く
、
巡
礼
者
を
送
迎
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た
親
族
や
知
人
も
含

め
男
性
約
四
〇
人
、
女
性
約
八
〇
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
宗
教
講
習
会
の
目
的
は
、
マ
ッ
カ
巡
礼
の
予
行
演
習
で
あ

る
。
講
習
会
に
は
チ
ェ
ン
マ
イ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
の
会
長
、
副
会

長
も
参
加
す
る
。
彼
ら
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
講
習
会
の
大
部
分
は
、

巡
礼
の
手
順
、
衣
装
、
持
ち
物
な
ど
を
説
明
す
る
た
め
に
時
間
が
費

や
さ
れ
る
。
参
加
者
に
は
中
国
か
ら
の
ム
ス
リ
ム
も
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
説
明
は
中
国
語
と
タ
イ
語
に
よ
っ
て
行
れ
た
。
巡
礼
の
説
明

は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
内
に
あ
る
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
の
宗
教
指

導
者
一
人
と
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
一
人
で
あ
る
。
宗
教
に
関
連
し
た

知
識
の
伝
授
や
説
教
に
は
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
の
宗
教
指
導
者

に
協
力
を
依
頼
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雲
南
や
ビ
ル
マ
か

ら
の
巡
礼
参
加
者
は
、
北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
手
厚
い

接
待
と
歓
迎
を
受
け
る
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
同
じ
民
族
的
出
自
を

共
有
す
る
安
心
感
と
交
流
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
宗
教
上
の
情
報
交
換

は
何
に
も
代
え
難
い
機
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
形
成
さ
れ
た
合
同
マ
ッ
カ
巡
礼

で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
行
為
は
し
だ
い
に
中
国
、
タ
イ
双
方
の
政

府
の
監
視
の
対
象
と
な
っ
た
。
巡
礼
の
時
期
に
な
る
と
雲
南
と
チ
ェ

ン
マ
イ
の
国
際
空
港
で
は
次
か
ら
次
へ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
装
束
を
ま

と
っ
た
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
往
来
す
る
。
そ
の
姿
を
み
た
両
国
空
港
関

係
者
や
政
府
役
人
の
不
信
感
を
煽
り
、
つ
い
に
は
在
チ
ェ
ン
マ
イ
中

国
領
事
館
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
北
タ
イ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
寄
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
長
期
調
査
か
ら
五
年
へ
て
再
び
北
タ

イ
に
戻
っ
た
と
き
、
北
タ
イ
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
間
で
は
、
合
同
で

巡
礼
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
雲
南
か
ら
マ
ッ
カ
に
行
く
場
合
に

は
、
中
国
の
ム
ス
リ
ム
は
中
国
当
局
の
許
可
を
も
ら
い
、
中
国
人
の

巡
礼
団
と
し
て
中
国
か
ら
直
接
マ
ッ
カ
に
向
か
う
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

合
同
マ
ッ
カ
巡
礼
を
企
画
し
て
い
た
Ｃ
氏
は「
採
算
が
合
わ
な
い
。

国
が
違
う
人
た
ち
を
一
緒
に
巡
礼
に
連
れ
て
行
く
の
は
手
続
き
が
煩

わ
し
す
ぎ
る
」
と
説
明
す
る
。
と
り
わ
け
、
企
画
者
が
懸
念
し
た
の

は
書
類
上
の
手
続
き
で
あ
る
。
雲
南
の
ム
ス
リ
ム
は
み
せ
か
け
上
の

「
親
族
」
を
タ
イ
で
探
し
出
し
、
彼
ら
の
承
諾
を
得
て
、
中
国
か
ら

タ
イ
へ
渡
航
す
る
た
め
に
必
要
な
招
聘
証
を
準
備
す
る
。
こ
の
書
類

の
手
続
き
に
加
え
、
タ
イ
に
入
国
後
に
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
の

入
国
の
ビ
ザ
を
申
請
す
る
。
そ
の
期
間
、
巡
礼
団
の
企
画
者
は
参
加

者
の
安
全
と
チ
ェ
ン
マ
イ
に
お
け
る
滞
在
先
（
ホ
テ
ル
や
知
人
宅
）

な
ど
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ッ
カ
へ
の
旅
行
中

に
は
中
国
人
の
好
み
に
あ
う
料
理
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
す
る
な
ど
、

余
念
が
な
い
。
法
の
網
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ
て
ま
で
執
り
行
う
各
種

雑
務
は
、
苦
労
多
く
し
て
得
ら
れ
る
利
益
は
少
な
い
と
い
う
。

こ
の
Ｃ
氏
の
発
言
か
ら
、
国
境
を
越
え
て
組
織
化
さ
れ
始
め
た

マ
ッ
カ
巡
礼
に
対
し
て
中
国
政
府
側
は
警
戒
を
強
め
た
が
、
北
タ
イ

雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
表
だ
っ
て
抵
抗
す
る
こ
と
は
避
け
た
こ
と
が
伺

え
る
。
そ
の
結
果
、
雲
南
、
ビ
ル
マ
と
北
タ
イ
を
つ
な
ぐ
合
同
マ
ッ

カ
巡
礼
は
頓
挫
し
た
。
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
、
ム

ス
リ
ム
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認
し
、
再
発
見
す
る

場
と
し
て
中
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
腐
心
し
て
い
た
だ
け

に
、
こ
の
経
験
は
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
タ
イ
の
雲

南
系
ム
ス
リ
ム
は
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
タ
イ
人
ム
ス
リ
ム
巡
礼
団
に
合

流
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
ま
た
中
国
の
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
、

改
革
開
放
政
策
に
よ
り
宗
教
政
策
は
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
自
分
た
ち
が
中
国
の
国
家
に
よ
り
管
理
・
監
視
対
象
下
に
あ
る

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

以
上
、
合
同
マ
ッ
カ
巡
礼
が
破
綻
し
た
事
例
は
、
宗
教
を
国
民
国

家
の
枠
組
み
の
な
か
で
個
人
の
内
面
に
お
い
て
維
持
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
、
国
境
を
越
え
て
汎
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や

宗
教
共
同
体
と
な
る
こ
と
へ
の
強
い
懸
念
が
国
家
側
に
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
―
越
境
者
の
地
域
像

本
稿
は
、在
北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
移
住
前
、移
住
過
程
、

さ
ら
に
定
着
後
の
社
会
の
な
か
で
、
歴
史
的
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し

つ
つ
、
多
様
な
他
者
関
係
の
な
か
で
社
会
的
紐
帯
を
生
み
出
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
を
追
い
、
そ
の
集
積
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
地
域

的
な
広
が
り
に
つ
い
て
越
境
者
自
身
の
歴
史
的
経
験
を
軸
に
記
述
し

た
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
以
後
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
歴

史
的
経
験
、
す
な
わ
ち
戦
争
と
い
う
危
機
的
状
況
下
に
お
け
る
雲
南

系
漢
人
と
の
関
係
性
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
関
係
性
の
な
か
で
雲
南

系
ム
ス
リ
ム
が
い
か
に
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を



070071 ムスリム・アイデンティティの再構築と越境空間の生成

覚
醒
し
、
再
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
。

す
な
わ
ち
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
ビ
ル
マ
か
ら
タ
イ
へ
の
移
住
過

程
に
お
い
て
雲
南
系
漢
人
と
戦
争
を
媒
介
と
し
て
協
力
関
係
を
結
ぶ

が
、
定
着
化
が
進
む
に
つ
れ
、
国
民
党
軍
を
後
ろ
盾
に
す
る
雲
南
系

漢
人
と
の
歴
史
的
経
験
の
差
異
を
認
識
し
、
彼
ら
と
の
共
存
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
差
異
化
す
る
こ
と
で
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
非
中
国
系
の

同
胞
と
の
共
存
を
図
り
な
が
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
環
境
を
構
築
し
、
次
世

代
の
育
成
に
向
け
て
タ
イ
社
会
に
根
を
下
ろ
し
始
め
た
。
そ
の
後
、

雲
南
系
漢
人
と
は
対
照
的
に
台
湾
と
の
政
治
的
経
済
的
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
薄
い
彼
ら
は
、
中
国
に
住
む
ム
ス
リ
ム
同
胞
に
向
け
て
の
宗
教

支
援
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
故
地
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

濃
密
に
し
、
故
地
を
自
ら
が
生
き
る
宗
教
的
空
間
と
し
て
再
び
取
り

込
み
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
国
境
を
越
え
た
宗
教
共
同
体
の
構
築
に

は
依
然
と
し
て
、「
国
家
」
と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
例

は
合
同
マ
ッ
カ
巡
礼
の
頓
挫
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
移
民
の
生
き
る
地
域
と
は
、
移
民
の
も
つ
文
化
的
資

源
に
よ
っ
て
社
会
的
な
紐
帯
が
戦
略
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
移
民
自
身
の
主
観
的
な
歴
史
的
経
験
を
反
映
し
つ
つ
、
文

化
的
意
味
づ
け
や
価
値
体
系
を
伴
っ
た
空
間
と
し
て
絶
え
ず
再
定
義

さ
れ
、
創
出
さ
れ
て
い
く
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
行
政
や
政
府
が
制

度
と
し
て
区
画
し
て
い
る
「
公
認
の
地
域
」
と
異
な
り
、
移
民
の
主

観
的
な
地
域
へ
の
認
識
と
、
移
民
間
の
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
「
生
き
ら
れ
た
地
域
」
と
し
て
存
在
す
る
。

も
っ
と
も
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
空
間
を
認
識
す
る
か
に

よ
っ
て
結
ば
れ
る
地
域
像
は
異
な
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
移
民
と

は
そ
も
そ
も
歴
史
的
経
験
の
異
な
る
多
様
な
差
異
を
内
包
す
る
集
団

で
あ
る
た
め
、
そ
の
差
異
ゆ
え
に
同
一
民
族
集
団
内
に
お
い
て
も
不

均
等
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
そ
れ
に
基
づ
く
多
様
な
意
味
空
間
の
形
成

が
み
ら
れ
う
る
。
本
稿
で
は
、
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
な
か
で
も
軍
人

層
と
商
人
層
で
は
彼
ら
が
築
く
他
者
関
係
や
祖
国
と
の
関
係
に
も
違

い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
集
団
内
部
の
歴

史
的
経
験
の
差
異
に
も
着
目
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
ミ
ク
ロ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
移
民
が
主
体
的
に
生
き
る
地
域

像
を
よ
り
多
元
化
的
に
描
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。◉

注
＊
１　

本
稿
が
対
象
と
す
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
中
国
に
お
け
る
回
族
に

相
当
す
る
。
回
族
の
定
義
に
つ
い
て
は
中
田
（1992

）
を
参
照
の
こ
と
。

＊
２　

移
住
当
初
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
と
雲
南
系
漢
人
は
お
も
に
ア
ヘ
ン

の
仲
介
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
態
に
つ

い
て
は
焼
き
畑
山
岳
民
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
、
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
ア

メ
リ
カ
や
タ
イ
の
新
聞
記
事
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
い
ま
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
漢
人
で
あ
れ
ム
ス
リ
ム

で
あ
れ
、
明
示
的
に
語
ろ
う
と
す
る
も
の
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア

ヘ
ン
問
題
、
そ
の
精
度
を
高
め
て
精
製
さ
れ
た
ヘ
ロ
イ
ン
密
売
は
い
ま

で
も
タ
イ
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
が
目
を
光
ら
せ
て
お
り
、
雲
南

系
漢
人
と
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
は
、
た
や
す
く
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て

逮
捕
さ
れ
や
す
い
政
治
的
に
不
安
定
な
環
境
に
身
を
置
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

＊
３　

ビ
ル
マ
に
お
け
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
移
住
に
つ
い
て
は
、
吉
松

（2003

）
が
参
考
に
な
る
。

＊
４　

こ
の
時
期
の
雲
南
省
か
ら
の
拉
祜
（
ラ
フ
）
族
の
移
住
に
つ
い
て

は
、
片
岡
（2004

）
を
参
照
の
こ
と
。

◉
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